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１ 緑の基本計画とは 

この計画は、都市緑地法第 4条に規定された緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画（以

下「緑の基本計画」といいます。）として定めるものです。 

緑の基本計画は、本市の緑の現況や緑が持つ役割、そして社会動向などをふまえながら、将来

の緑のあるべき姿を検討し、それを実現するために、どの場所で、どのように緑を守り育むのか

を明らかにし、尾張旭市第五次総合計画で掲げた将来の都市像「みんなで支えあう 緑と元気あ

ふれる住みよいまち」にふさわしい緑のまちづくりを進めていくための指針となるものです。 

また、緑の基本計画の実現にあたっては、市民、事業者、行政が連携し協働によって緑の保全

と創出を図る必要があるため、市民と事業者の理解と主体的な取り組みを働きかける役割も担っ

ています。 

２ 緑の基本計画の位置づけ 

緑の基本計画は、本市の長期的なまちづくりの方向を示す基本となる「尾張旭市第五次総合計

画」や、本市の定める都市計画の指針となる「尾張旭市都市計画マスタープラン」、そして本市

の環境に関する総合的な取り組みを示した「尾張旭市環境基本計画」を上位計画としています。 

また、都市そのものを健康にしようとする「尾張旭市健康都市プログラム」や、愛知県広域緑

地計画、その他関連計画とも整合を図ることとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 緑とは 

緑の基本計画で対象とする緑や緑地を、次のとおり定義します。 

■「緑」とは 

水面や水辺（河川、ため池）、農地（田、畑）、樹林地、草地、公園緑地、施設の緑（庭、

屋上緑化、壁面緑化など）を指します。 

■「緑地」とは 

樹林地、草地、水辺などのうち、公園や広場など、一般に利用できる施設として確保され

ている土地の区域（施設緑地）や法律、条例等に基づく制度によって、土地利用や開発など

が制限されている土地の区域（地域制緑地）を指します。 
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愛知県広域緑地計画 

（平成 31年 3 月改訂） 

尾張旭市 
緑の基本計画 

尾張旭市健康都市プログラム 

（平成 26年 3 月改訂） 

【上位計画】 

尾張旭市 

第五次総合計画

（平成26年3月）

尾張旭市都市計画マスタープラン

（平成 30年 10 月部分改定） 

尾張旭市環境基本計画 

（平成 27年 3 月中間見直し） 
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「緑」と「緑地」の区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 緑のはたらき 

緑のはたらきには、主に次のような機能があります。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 対象区域・目標年次 

緑の基本計画の対象区域は、尾張旭市全域とします。 

また、尾張旭市都市計画マスタープランとの整合を図り、平成 23 年度を初年度として、令和

7 年度を目標年次とします。 

今回は、令和 2年度の中間年度に当たっての中間見直しです。 

施設 
緑地 

公共施設緑地 

民間施設緑地 

都市公園 

協定によるもの 

条例等によるもの 

街区公園、近隣公園、都市緑地など 

歩行者専用道路、公共的な施設など 

民営公園、社寺林、ゴルフ場など 

緑地協定が結ばれた緑地など 

保存契約が結ばれた樹林地など 

緑地 

「緑地」としての位置づけがないもの 

・宅地内の樹木や草花 

・法律や条例等による規制のない民有地の樹林など 

緑 
地域制
緑地 

法によるもの 樹林地、農地、自然公園、河川など 

環境保全機能 

レクリエーション機能

防 災 機 能 

景観形成機能 

快適で安⼼して⼼地
良く暮すためにも緑

が必要です 

○地球温暖化の防止、大気汚染の浄化 

○省エネルギー化への寄与 

○生物の生息の場 

○散策・自然学習の場 

○休養・休息の場 

○運動・遊びの場 

○延焼の遅延や防止 

○災害時の避難場所 

○流量の調整、洪水の防止 

○自然景観の形成 

○田園景観の形成 

○都市景観への風格の付与 


